
● 受 付 期 間
● 受 付 時 間

● 申 込 方 法

● 試 験 内 容

●申込・問合せ

６月３日(月)～１４日(金)
月～金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分まで
（正午～午後１時までを除く。）
申込書、履歴書などの申込書類を持参又は郵送により提出してください。
［６月１４日(金)午後５時１５分必着］
※申込書及び履歴書は、市指定の用紙を使用してください。
試験案内、申込書及び履歴書は、人事秘書課(北館３階)で直接受け取るか、市ホーム
ページからダウンロードしてください。

※短大には、学校教育法による専修学校専門課程のうち、修学年限が２年以上かつ１，６００時間以上の授
業の履修を義務付けているものを含みます。

清須市役所　企画部　人事秘書課(清須市役所北館３階)
〒４５２-８５６９　清須市須ケ口１２３８番地
☎０５２-４００-２９１１（内線３０１２・３０５０）

令和元年度(令和２年度採用)の清須市職員採用候補者試験を次のとおり実施します。
●職種、人員、受験資格及び試験期日

※第１次試験合格者は、後日、面接及び実技等の試験を行います。
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■問合せ　産業課（南館3階）

美濃路に初夏を告げる「尾張西枇杷島まつり」が開催されます。
まつりでは、歴史を誇る5輌の山車が美濃路沿いを練り歩き、勇壮

な山車とともに山車の上で舞うからくり人形が見どころです。

12月7日（土）に開催される「第14回愛知県市町村対抗駅伝競走大会～愛知駅伝～」の清須市代
表選手候補を次のとおり募集します。

※8日（土）には、庄内川河川敷で花火を打ち上げます。荒天中止の場
合、翌日順延は行いません。

※詳しくは、広報清須5月号折込の「尾張西枇杷島まつりガイド」をご
参照ください。

今年も花火打ち上げ時の美濃路一部
区間の一方通行を実施し、加えて花火終
了後の名鉄二ツ杁駅からみずとぴぁ庄内
までの道路の一方通行を行います。
また、花火会場（庄内川水防センター）

には、交通安全上、自転車でのご来場は
控えていただきますようお願いします。
近隣の皆さまには、ご不便をおかけし

ますがご協力をお願いします。

６月8日㈯午後7時30分～9時30分

６月8日㈯午後8時～9時30分

【募集内容】
募　　集　小学生（男・女）、中学生（男・女）、ジュニア＜高校生＞（男・女）

一般（男・女）、40歳以上（男女不問）
資　　格　市内にお住まいの方（県内の小・中・高校生は保護者の住まいが市内であること。）
応募期日　6月21日（金）まで
■申込・問合せ　スポーツ課（南館1階）

行政ニュース
市役所 ☎052-400-2911
2019.6 .1 清須
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5
月
9
日（
木
）、第
1
回
臨
時
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

正・副
議
長
、監
査
委
員
等
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

◆
議
　
長　
　
　
　
　
　

久
野　

茂

◆
副
議
長　
　
　
　
　
　

高
橋
哲
生

◆
監
査
委
員　
　
　
　
　

岡
山
克
彦

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
﨑
進
一

◆
常
任
委
員
会

○
総
務
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

章

○
福
祉
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
永
勝
次

○
建
設
文
教
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
勝
之

■
問
合
せ　
議
事
調
査
課（
南
館
4
階
）

本
会
議・委
員
会
は
、お
気
軽
に
傍
聴

で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、議
事
調
査
課

（
南
館
4
階
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

開
会
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
か
ら

■
問
合
せ　
議
事
調
査
課（
南
館
4
階
）

本
会
議（
委
員
長
報
告
、

討
論
、採
決
）

福
祉
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

建
設
文
教
常
任
委
員
会

本
会
議（
議
案
質
疑
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（
行
政
報
告・質
疑
、

議
案
提
案・説
明
）

税
だ
よ
り

■
問
合
せ　
税
務
課（
北
館
2
階
）

市・県
民
税
が
課
税
と
な
る
方
に
6
月

上
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

会
社
に
お
勤
め
の
方
に
つ
い
て
は
、お
勤

め
の
会
社
を
通
じ
て
今
年
度
の
市・県
民
税

の
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
所
得
に
対

す
る
市・県
民
税
の
支
払
方
法
は
、公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、年
金
受
給
者
が
支
払
う
べ

き
市・県
民
税
は
、日
本
年
金
機
構
な
ど
の

「
年
金
保
険
者
」が
市
へ
直
接
納
め
、受
給

者
に
は
年
金
か
ら
税
金
を
差
し
引
い
た
差

額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

（
次
の
①
〜
③
を
全
て
満
た
す
方
）

①
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
で
年
齢
が
65

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

②
市・県
民
税
の
納
税
義
務
者

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
又

は
老
齢
年
金
、退
職
年
金
等
受
給
者

対
象
と
な
る
税
額

厚
生
年
金
、企
業
年
金
な
ど
を
含
む
全

て
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
額
に
応

じ
た
税
額（
税
額
は
、老
齢
基
礎
年
金
又

は
老
齢
年
金
、退
職
年
金
等
か
ら
特
別

徴
収
）

実
施
時
期　
初
め
て
特
別
徴
収
と
な
る
場

合
は
、令
和
元
年
10
月
支
給
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、課
税
さ
れ
た
市・

県
民
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方（
申
請
に
必
要
な
書
類
等
）

①
前
年
中
の
総
所
得
金
額
が
2
0
0
万
円

以
下
の
方
で
、前
年
に
比
べ
当
該
年
中

の
総
所
得
金
額
が
2
分
の
1
以
下
に
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方﹇
平
成
31
年

（
令
和
元
年
）中
の
収
入
が
わ
か
る
も

の
、印
鑑
、平
成
31
年（
令
和
元
年
）度
納

付
書
﹈

②
前
年
中
の
総
所
得
金
額
が
2
0
0
万
円

以
下
で
、雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

方﹇
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、印
鑑
、

平
成
31
年（
令
和
元
年
）度
納
付
書
﹈

③
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方﹇
り

災
証
明
書
、印
鑑
、平
成
31
年（
令
和
元

年
）度
納
付
書
﹈

④
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
扶
助
を
受

け
て
い
る
方﹇
保
護
開
始
決
定
通
知
書
、

印
鑑
、平
成
31
年（
令
和
元
年
）度
納
付

書
﹈

⑤
勤
労
学
生
で
あ
る
方﹇
在
学
証
明
書
、印

鑑
、平
成
31
年（
令
和
元
年
）度
納
付
書
﹈

※
分
離
課
税（
譲
渡
所
得・退
職
所
得
等
）

に
か
か
る
税
金
は
、減
免
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※
既
に
納
付
さ
れ
た
市・県
民
税
に
つ
い
て

は
、減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、該
当
す
る

減
免
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

減
免
申
請
を
す
る
時
期　
納
期
限
の
7
日

前﹇
第
1
期
分
は
6
月
24
日（
月
）﹈ま

で
。そ
れ
以
降
は
、減
免
申
請
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　
税
務
課（
北
館
2
階
）

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。）
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ゴーヤなどのつる性の植物を窓の外に這わせた「緑のカーテン」で、ご家庭でできる地球温暖化防止対策を
してみませんか。
夏の強い日差しを和らげ、葉の蒸散作用により周囲の温度を下げてくれるので、カーテンから涼しい風が流

れ込み、室温の上昇を抑えてくれます。これにより、冷房の使用抑制による省エネルギー効果が期待できます。
ぜひ皆さんも「緑のカーテン」にチャレンジしてみませんか。

「子どもが好き」「空いている時間を有効に使いたい」「子育ての経験を活かして若いお母さんを応援した
い」というみなさん、子育てのお手伝いをしませんか。一時的な子どもの預かりや、習い事・保育施設への送迎
などをしていただく提供会員を募集します。
「提供会員養成講座」を受講した後、有償ボランティアとしてお手伝いしていただきます。
と き
と こ ろ
内 容
受 講 料
対 象

申 込

受付時間

６月１７日（月）　午前９時～午後３時
市役所北館２階　第２会議室
子育てに関する知識
無料
市内にお住まいの方で２０歳以上の方であれば資格の有無や男
女は問いません。　　　　　　　　　　　　　　
清須ファミリー・サポート・センター［子育て支援課（北館２階）内］
☎０５２‐４０９‐０７５５（直通）
平日の午前８時３０分～午後５時　

と　き　６月１６日（日）　午前９時から
ところ　みずとぴぁ庄内

（庄内川水防センター）前堤防

大雨により庄内川の堤防が崩壊する危険があるという想定の下、市消防団員
及び市職員が訓練を行います。
見学はどなたでもできます。ぜひお越しください。

と　　き　６月１０日（月）　午前１０時から
（苗が無くなり次第終了します。）

配布場所　市役所北館　地下駐車場
※配布数量　５００本（予定）

１世帯３本まで（１世帯１回のみ）
　この取り組みは、ＪＡ西春日井のご協力のも
と、ＪＡ共済の助成金を活用し実施しております。

■問合せ　生活環境課（北館２階）

■問合せ　防災行政課（北館３階）

■問合せ　清須ファミリー・サポート・センター(北館２階)

○山内正昭 様
古文書 ８１９点

ご厚意に感
謝し、厚くお礼
申し上げます。

行政ニュース
市役所 ☎052-400-2911
2019.6 .1 清須
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母
子・父
子
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
、後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日（
水
）

で
す
。

対
象
者
へ
は
、6
月
中
旬
に
更
新
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
保
険
年
金
課（
北
館
1
階
）

国
民
健
康
保
険
の
制
度
は
、市・県
民
税

の
所
得
情
報
に
基
づ
い
て
賦
課
及
び
区
分

判
定
を
行
っ
て
い
る
た
め
、世
帯
主
を
含
む

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
全
て
の
方
に

所
得
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
給
与
支
払
報
告
書
、老
齢
年
金
支

払
報
告
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
を
除

く
。）

※
市
内
外
に
関
わ
ら
ず
同
一
世
帯
以
外
に

お
住
ま
い
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

も
、所
得
申
告
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方
又
は
障

害
年
金・遺
族
年
金・雇
用
保
険
の
失
業

給
付
な
ど
の
非
課
税
収
入
の
み
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、申
告
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告・年
末
調
整
で
扶

養
し
て
い
る
方
と
同
一
世
帯
の
扶
養
さ

れ
て
い
る
方
又
は
中
学
生
以
下
の
方

は
、所
得
申
告
は
不
要
で
す
。

※
申
告
に
つ
い
て
は
、税
務
課（
北
館
2

階
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税

　

前
年
中（
1
月
〜
12
月
）の
所
得
申
告
に

基
づ
き
賦
課
さ
れ
る
た
め
、未
申
告
の
場

合
は
所
得
不
明
と
判
定
さ
れ
正
し
い
算
定

が
で
き
ず
、軽
減（
7
割
、5
割
、2
割
）判

定
も
不
可
能
と
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
所
得
区
分
判
定

同
一
世
帯
内
の
世
帯
主
及
び
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
方
で
、お
1
人
で
も
未
申

告
の
方
が
い
る
場
合
は
、上
位
所
得
者
と

し
て
判
定
さ
れ
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証

（
70
歳
〜
74
歳
の
方
が
対
象
）

所
得
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、高
齢

受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
割
合
が
判
定
で

き
ず
、高
齢
受
給
者
証
の
交
付
が
で
き
ま

せ
ん
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

等
、国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る（
や
め

る
）手
続
き
は
、自
動
的
に
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。ご
自
身
で
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
異
動
の
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
で
き
る
方

○
本
人
又
は
同
一
世
帯
の
家
族（
住
民

票
が
一
緒
の
方
に
限
る
。）

○
代
理
人（
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
。）

手
続
き
場
所

保
険
年
金
課（
北
館
1
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
新
規
加
入
さ
れ
た
方
全
員
の
健
康
保

険
証（
名
前
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）又
は

健
康
保
険
取
得
証
明
書
、国
民
健
康
保

険
証
、印
鑑
、世
帯
主
及
び
国
民
健
康
保

険
を
喪
失
す
る
方
全
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー（
個
人
番
号
）と
来
庁
さ
れ
る
方
の

身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※
市
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
後
、

国
民
健
康
保
険
証
で
医
療
機
関
に
受
診

し
た
場
合
、国
民
健
康
保

険
が
負
担
し
た
医
療
費

（
7
割
〜
9
割
）を
返
還

し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
窓
口
で
の
手
続
き
が
難
し
い
場
合
、喪

失
手
続
き
を
郵
送
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
書
で
お
支
払

い
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ
で
す
。

安
心
確
実
、便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
と
、保
険
税
の
お
支
払

い
に
出
向
く
手
間
が
な
く
な
り
、お
支
払

い
の
う
っ
か
り
忘
れ
や
、納
付
書
を
紛
失
し

て
し
ま
う
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※「
随
時
分
」・「
過
年
度
新
規
賦
課
分（
過

新
分
）」に
つ
い
て
は
、口
座
振
替
で
き
ま

せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

※「
口
座
振
替
依
頼
書・自
動
払
込
利
用
申

込
書
」は
市
内
の
金
融
機
関
各
支
店
等

に
あ
り
ま
す
が
、そ
の
他
の
支
店
等
に

依
頼
す
る
場
合
は
、収
納
課（
北
館
2

階
）又
は
保
険
年
金
課（
北
館
1
階
）に

て
依
頼
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。ご
記
入

押
印
の
上
、金
融
機
関
へ
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
月
の
翌
月
末
の
納
期
分
以
降
か
ら

開
始
と
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
の
時
期
に
よ
っ
て
は
納
税
通
知

書
へ
反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

■
問
合
せ　
保
険
年
金
課（
北
館
1
階
）

口
座
振
替
は
、次
の
金
融
機
関
で
行
っ
て

い
ま
す
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、十
六
銀
行
、愛
知

銀
行
、中
京
銀
行
、大
垣
共
立
銀
行
、名
古

屋
銀
行
、中
日
信
用
金
庫
、い
ち
い
信
用

金
庫
、岐
阜
信
用
金
庫
、瀬
戸
信
用
金
庫
、

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ
銀

行（
郵
便
局
）
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申請に必要なもの
○電動生ごみ処理機
通帳等振込口座が確認できるもの・領収書(原本)・保証書の写し・印鑑
○生ごみ処理容器(剪定枝・刈り草・落ち葉等)
通帳等振込口座が確認できるもの・領収書(原本)・印鑑
○ダンボールコンポストセット及び基材一式
通帳等振込口座が確認できるもの・領収書(原本)・印鑑
※申請用紙は、生活環境課(北館２階)窓口でお渡しします。

・まだ使えるものはごみにしないで、別の使い方を考える。
（リユース）・ごみとして捨てるときは、大切な資源として活かせるよう

 正しく分けて捨てる。

（リサイクル）

循環型社会形成の実現及びごみの減量化のために、一人ひとりが環境保全や資源の有効利用を推進しま
しょう。

・できるだけ、ごみは作らない。
・無駄なものは買わない、貰わないようにする。

（リデュース）

市では、ごみ減量化に向けた取り組みとして「４Ｒ運動」を推進しています

可燃ごみを抑制するには、次のように少し手間をかけていただくことにより、減量することができます。
●生ごみの水切りをしっかり行いましょう。
生ごみの約８０パーセントは水分です。水切りを行うことによって重量を約１０パーセント減らすことができ

ます。生ごみの腐敗や悪臭の主な原因は、生ごみに含まれる水分です。水分を減らすための工夫をすること
で、ごみの減量だけでなく臭気防止にも効果があります。ごみの減量化の第一歩として生ごみの水切りにご
協力いただきますようよろしくお願いします。
生ごみの水分を減らすために、次のポイントを押さえておきましょう。
①濡らさない ②しぼる ③乾かす
●可燃ごみの中のダンボールや古紙類の多くは資源となります。
可燃ごみとして出されているものの中に、ダンボール、新聞、雑紙などが含

まれているものが見受けられます。これらのものを資源として排出することで、
ごみの量を減らすとともにリサイクルによる省資源化が実現できます。
ごみの減量とリサイクルについて、ご理解とご協力をお願いします。

可燃ごみの減量にご協力ください

■問合せ　生活環境課（北館２階）

■問合せ　生活環境課（北館２階）

・レジ袋や過剰包装を断るようにする。
（リフューズ）

 ごみ減量のための補助制度
  ～ごみ減量に貢献するとともに、堆肥づくりを始めてみませんか～

■問合せ　生活環境課(北館２階)

市では、循環型社会を創出する一環として、次のものの購入に対し補助を行
っています。生成した堆肥などを花壇や家庭菜園などで有効利用していただき、
生ごみの減量化に取り組みましょう。

行政ニュース
市役所 ☎052-400-2911
2019.6 .1 清須
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ネコはマナーを守って飼いましょう！

と き

と こ ろ
内 容

定員・申込期限
申込・問合せ

６月２１日（金）　午前９時３０分～午後４時（受付は午前９時１５分から）
※昼食は各自でお持ちください。
清洲総合福祉センター２階　第１会議室
講座を通して、サポーターとしてのノウハウを学びます。
①清須市における高齢者の現状と制度
②アクティブ・エージング（活力ある高齢化を目指す）
③社会参加と介護予防について
④なぜ傾聴が必要なの？上手なコミュニケーションの取り方について学ぶ
⑤高齢者の家事援助のポイント「ヘルパーの立場から」など
５０名（６０歳以上の方優先）・６月１４日（金）
市社会福祉協議会（生活支援コーディネーター）
☎０５２-４０１-００３１
※きよす家事サポーターとして活躍するためには、本講座受講修了後、シルバー人材センターに
　登録が必要です。

と き
と こ ろ
受 講 料
講 師
申 込
主 催

①６月１３日（木） ②６月２０日（木） ともに午後７時から
アルコ清洲　メインホール
無料
清須音頭普及会（文化協会内）
申込は不要です。直接会場にお越しください。
清須市文化協会

※例年8月に清洲城広場で開催しています、「納涼盆踊り」は、8月3日（土）の1日のみの開催とさせていただ
きます。［雨天予備日　8月4日（日）］

きよす家事サポーター養成講座（第１回）
～あなたも家事サポーターとして活躍してみませんか～

盆踊り講習会～輪になって踊ろう～
子どもから、お父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんまで、家族みんなで踊ろう！

要支援などの高齢者宅を訪問し、掃除や洗濯などの生活支援を行う「きよす家事サポーター」の養成講座
を開催します。生活支援の必要な高齢者を支援するだけではなく、社会活動に参加することでご自身の健康
づくりにも役立ちます。

ネコに関する苦情が多数寄せられています。野良猫に限ったものではありません。
○糞尿被害　○ごみの集積場を荒らす
○飼いネコ以外への餌やり　○夜間の鳴き声
○他人の家などへの侵入
ネコはリードがついていないため、行動範囲が広くなりがちです。屋外では交通事故等の危険もあります。
ネコはできるだけ室内で飼いましょう。
市では、犬・猫の忌避剤として、無料で木酢液のサンプルを配布しています。お困りの方は、健康推進課（北
館２階）までお問い合わせください。 ■問合せ　健康推進課（北館２階）

■問合せ　市文化協会事務局[生涯学習課（南館１階）内]
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キンセンカ、デイジー（５月頃）、
サルビアなど（７月頃）、パンジー（１１月頃）

西枇杷島小学校南側の歩道花壇、
砂入ちびっこ広場

西枇砂入町グループ（丹羽さん）

ここで見られる
主なお花

活動場所

団体名（代表者）

“市民協働”ってなんだろう？

今回ご紹介するアダプト・プログラム団体は、西枇砂入町グル
ープです。

皆さまこんにちは。４月からはじまりました市民協働だよりですが、そもそも“市民協
働”とは何でしょう。
“市民協働”とは、市民ニーズの多様化・高度化が進む中、市民の皆さまと行政が、それ
ぞれの強みを生かして、市民主体のまちづくりを進めていくための手法です。
皆さまに、まちづくりで実現したいことがあり、それが独力では実現が難しいと思わ

れた時は、ぜひ行政との協働を検討してみてください。
広報清須５月号でご紹介した市民協働ハンドブック「市民協働マイプラン」は、そのよ

うな検討をされる際などにお読みいただくものです。今月から公共施設等での配布を
開始する予定ですので、ぜひご活用ください。

各地域の中で、一番子どもたちの声でにぎわうのは小学校
かもしれません。今回取材させていただいた丹羽さんと鈴木
さんは、西枇杷島小学校周辺の歩道や公園に設置されてい
る花壇の管理・清掃をされています。子どもたちが毎日通学
する場所ですから、清掃にも細やかな心遣いをされており、
取材当日も丁寧に雑草を取り除かれていました。
雑草やゴミがきれいに取り除かれた花壇が、小学校から聞

こえる子どもたちの元気な声とともに、今日も地域を明るく
してくれています。

「広報清須 市民記者」に、この４月から新しいメンバーが加
わりましたので、ご紹介します。
地域の身近な話題やイベント等を取材し

て、「市民記者がゆく！まちなかＷａｔｃｈ」を
執筆いただきます。
市民の皆さんも、イベント等で市民記者

を見かけたら、取材にご協力ください。
よろしくお願いします。

アダプト・プログラム団体のご紹介（Vol.２）
イメージ図

（雑草取りをする丹羽さん）（砂入ちびっこ広場［４月撮影］）

（西枇杷島小学校南側の歩道花壇［４月撮影］）■問合せ　企画政策課市民協働係(南館１階)

■問合せ　人事秘書課（北館３階）

誰もが心豊かに暮らしていける、安心・
安全なまちづくりをテーマに、記事を書
きたいと思います。
よろしくお願いします。

薗田幸子さん

行政ニュース
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